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果として，DoS（Denial of Service）攻撃，Rushing 攻撃，Wormhole 攻撃，Black-hole 攻撃をはじめとす
る攻撃に強いネットワークを構成することができた。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　無線アドホックネットワークにおいて，プライバシーを保つために端末 ID と位置・ルーティングの匿名
性を確保する方式を提案し，実装によりその有効性を確認している。従来方式よりも安全性に優れ，効率的
であり，実用上有効なシステムと認められる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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